
2019年 6月号 財務諸表論 つぶ問 

 

３問目 

【問題】 連結財務諸表の作成手続に関する，以下の各設問に答えなさい。それぞれ指定さ

れた字数を目安とすること。 

 

［解答上の注意事項］ 

いずれの設問についても，親会社が支配する子会社は 1 社のみであり，当該子会社には

非支配株主が存在しているという前提で解答すること。また，税効果は無視する。 

 

（問 1）資本連結とはどのような手続きか，説明しなさい。（140 字程度） 

 

（問 2）ダウン・ストリーム取引によって販売された，棚卸資産に含まれる未実現利益の

消去手続について説明しなさい。期末棚卸資産と期首棚卸資産に区別して説明するこ

と。（150 字程度） 

 

（問 3）仮に（問 2）の設問文の「ダウン・ストリーム取引」を，「アップ・ストリーム取

引」と読み替えた場合，（問 2）で説明した手続きに加えて必要となる手続きについて

説明しなさい。（280 字程度） 

 

 

  



【解答】 

（問 1）資本連結は，①親会社の子会社に対する投資とこれに対応する子会社の資本を相

殺消去するとともに，②子会社の資本のうち親会社に帰属しない部分を非支配株主持分へ

と振り替える，一連の手続きをいう。①の結果として消去差額が生じる場合，のれんまた

は負ののれん発生益として処理する。（133 字） 

 

（問 2）ダウン・ストリーム取引によって販売された，期末棚卸資産に含まれる未実現利

益を消去する場合，当該未実現利益の金額だけ売上原価を増額するとともに，棚卸資産を

減額する。他方，期首棚卸資産に含まれる未実現利益については，当該未実現利益の金額

だけ利益剰余金の期首残高を減額するとともに，売上原価を減額する。（148 字） 

 

（問 3）アップ・ストリーム取引の場合，未実現利益の消去手続に加えて，非支配株主持

分への負担仕訳が必要となる。具体的には，期末棚卸資産に含まれる未実現利益を消去し

た場合，消去した未実現利益の非支配株主持分相当だけ，非支配株主持分を減額するとと

もに，同額だけ非支配株主に帰属する当期純利益を減額する。他方，期首棚卸資産に含ま

れる未実現利益を消去した場合には，そのうち非支配株主持分相当だけ利益剰余金の期首

残高を増額するとともに，非支配株主に帰属する当期純利益を増額する。そして同額だけ

非支配株主持分の期首残高を減額し，非支配株主持分の当期変動額を増額する。（272 字） 

 

 

 

【解説】 

 連結財務諸表の作成手続のうち，資本連結と未実現利益の消去の手続き内容を説明する

という問題です。 

 

（問 1）資本連結は①投資と資本の相殺消去と②非支配株主持分への振替という 2 種類の

手続きからなることを押さえておきましょう。①によって生じた差額が，のれんまたは負

ののれん発生益として処理される点にも言及しましょう。 

  

（問 2）まず，期末棚卸資産の未実現利益を消去する仕訳は，次のように行われます。 

（借） 売 上 原 価 ×××  （貸） 棚 卸 資 産 ××× 

 借方の売上原価は，損益計算書の「期末商品棚卸高」（売上原価の計算上はマイナス項目

として位置づけられています）に含まれる未実現利益を減額するものですが，仕訳として

は売上原価を増額する処理を行うことになります。貸方の棚卸資産は，貸借対照表上の棚

卸資産に含まれる未実現利益を消去するために，減額しているものです。 

 

 



 次に，期首棚卸資産の消去仕訳ですが，次のように過年度における未実現利益消去の再

実施（1 つ目）と，期首棚卸資産の販売に伴う売上原価の減額仕訳（2 つ目）の 2 つを行う

必要があります。 

（借） 利益剰余金当期首残高 ×××  （貸） 棚 卸 資 産 ××× 

（借） 棚 卸 資 産 ×××  （貸） 売 上 原 価 ××× 

 これらをまとめた次の仕訳が，期首棚卸資産に係る未実現利益の消去仕訳になります。

貸方の売上原価が，「損益計算書の期首商品棚卸高を減額している」という点を理解してお

くことがポイントです。 

（借） 利益剰余金当期首残高 ×××  （貸） 売 上 原 価 ××× 

 

（問 3）アップ・ストリーム取引の場合，子会社が計上した利益の一部を消去することにな

るため，非支配株主への負担仕訳が必要になります。この場合の仕訳の形は，当期純利

益の振替仕訳と貸借を逆転させたものになります。 

期末棚卸資産に含まれる未実現利益を消去した場合には，次の仕訳が必要になります。 

（借） 売 上 原 価 ×××  （貸） 棚 卸 資 産 ××× 

（借） 非支配株主持分当期変動額 ××  （貸） 非支配株主に帰属する当期純損益 ×× 

 非支配株主持分への負担仕訳（2 つ目）の金額「××」は，消去した未実現利益の金額

「×××」に非支配株主持分比率を乗じることで計算できます。他方，期首棚卸資産に含

まれる未実現利益の消去については，前期末の消去仕訳の再実施と，売上原価の減額仕訳

のそれぞれに対して，非支配株主持分への負担仕訳が行われます。 

・前期末における消去仕訳の再実施分 

（借） 利益剰余金当期首残高 ×××  （貸） 棚 卸 資 産 ××× 

（借） 非支配株主持分当期首残高 ××  （貸） 利益剰余金当期首残高 ×× 

・売上原価の減額仕訳分 

（借） 棚 卸 資 産 ×××  （貸） 売 上 原 価 ××× 

（借） 非支配株主に帰属する当期純損益 ××  （貸） 非支配株主持分当期変動額 ×× 

 

 以上の仕訳をまとめると，次のような修正仕訳になります。非支配株主持分への負担仕

訳に注目してみると，前期に消去した利益の分だけ減額されていた非支配株主持分（2 つ目

の仕訳における「非支配株主持分当期首残高」）が，当期の販売を通じて利益が実現した分

だけ増額している（3 つ目の仕訳における「非支配株主持分当期変動額」）とみることがで

きます。本問の解答ではこの点に着目して，非支配株主持分の期首残高と当期変動額を結

び付けて記述しています。 

（借） 利益剰余金当期首残高 ×××  （貸） 売 上 原 価 ××× 

（借） 非支配株主持分当期首残高 ××  （貸） 利益剰余金当期首残高 ×× 

（借） 非支配株主に帰属する当期純損益 ××  （貸） 非支配株主持分当期変動額 ×× 

 


